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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、近代大阪芸能史上に特異な足跡を残したにもかかわらず、従来の研究史においてほとん
ど省みられることのなかった芸能集団、ダンスカンパニー「河合ダンス」の活動に焦点を当て、当時
の資料に基づきつつ大阪モダニズム文化を照射することを意図して執筆された論文である。 
まず第一章では河合ダンスの誕生から発展までを新聞記事や河合ダンス機関紙『河合ダンスグラヒ
ック』、公演広告等をもとに詳述する。具体的には、大阪宗右衛門町にあるお茶屋「河合」を母体と
して出発したダンスカンパニーが、大阪のみならず東京にも進出する中で、「芸者によって構成され
たダンスカンパニー」というバイアスのかかった批評にさらされながら次第にダンスカンパニーとし
て認知されていく過程、およびその活動の実態・諸問題を、当時の雑誌・新聞記事等によって考察し
ている。 
第二章では河合ダンスの演目を当時の評論・画像等のデータをもとに再構成・分析し、そのパフォ
ーマンスに読み取れる特質に関して以下の三点を指摘する。第一点は、河合ダンスが欧米のダンスを
いち早く貪欲に吸収し日本に新たなダンス文化を打ちたてようと務めたこと、第二点は、女性芸能者
に対する性的視線を遮断するためのイメージ戦略―「性的要素の払拭」「無邪気さの強調」―、第三
点は、大阪モダニズム文化に特徴的な「和洋折衷」という発想である。 
第三章では、河合ダンスを「花柳界の近代化」、「少女歌劇ブームの台頭」、「世界的なダンスムーヴ
メント」という観点から考察し、当時の時代背景・文化状況における河合ダンスの位置づけを試みて
いる。 
 第四章では河合ダンスが終焉に至るまでを第一章と同じ手法で詳述し、その要因を「大阪でのダン
スホール取締り令」「モダン都市大阪の衰微」にもとめ論述している。 
本論文は大阪モダニズムという時代背景のもと一時期脚光を浴びながら、その後忘却されていった
「河合ダンス」の全容を、独自に発掘した資料等をも踏まえて明らかにしようと試みた意欲的な論考
である。「河合ダンス」を日本近代芸能史において位置づけるにあたっての理論的枠組の強化ならび
に、日本文化の近代化に関する先行研究へのさらなる周到な目配りが望まれるなど、今後の研究の深
化・発展に待たれる課題はあるが、まとまった研究がほとんどなされていない「河合ダンス」の活動
を概観できる本論文は、大阪のモダニズム研究等にも新たな光を当てる一助となりうる意義のある論
文であると判断した。 
